
 

議 第 ２ ２ 号 議 案 

 

 

ＯＴＣ類似薬の医療保険適用継続を求める意見書の提出について 

ＯＴＣ類似薬の医療保険適用継続を求める意見書を別紙のとおり、富士見市議会会

議規則第１３条の規定により提出します。 
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提 案 理 由 

ＯＴＣ類似薬の医療保険適用継続を求める意見書を地方自治法第９９条の規定に

基づき国会及び政府に対して提出するため、この案を提出します。



 

Ｏ Ｔ Ｃ 類 似 薬 の 医 療 保 険 適 用 継 続 を 求 め る 意 見 書 

 

医師の処方箋なしに薬局やドラッグストアで購入できる一般用医薬品（ＯＴＣ医薬

品）と、同じ有効成分や効能を持ちながら処方箋が必要な「ＯＴＣ類似薬」について、

医療保険適用から外す方向で検討が進められている。政府の制度見直しに関する議論

の中では、ＯＴＣ類似薬の自己負担増について検討されており、今後の医療提供や受

診行動に大きな影響を与える可能性がある。 

一部の報道では、魚鱗癬（ぎょりんせん）という皮膚の難病患者の事例で、現在年

間約３万円の薬代は、ＯＴＣ類似薬が医療保険適用外となれば、年間約８２万円に達

するとの試算が示された。患者本人は、「薬代を払えなければ病状が悪化し、生活が

成り立たなくなる」と訴えており、深刻な影響が懸念される。 

検討対象となっている薬剤には、解熱鎮痛薬、ステロイド軟こう、湿布、保湿剤な

ど、日常的に使用され、医師が治療上必要と判断して処方しているものが幅広く含ま

れている。これらが医療保険適用外となれば、患者の経済状況により必要な治療が受

けられなくなる事態が生じかねない。 

また、治療の中断や受診抑制による疾病の悪化は、結果として医療費全体の増加や

生活の質の低下につながるおそれがある。 

よって、富士見市議会は、国会及び政府に対し、国民の生命と健康を守る観点から、

ＯＴＣ類似薬の医療保険適用を継続し、必要な治療が確保される制度とするよう強く

求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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